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 ただ今ご紹介にあずかりました、中央大学の浅田と申します。 




































































































































35 兆円を超えていたのですが、2008 年段階で 15 兆円近くですから、半減以上です。15 年くら

















 これをもっと延長しますと、この後に震災があるわけです。結局、名目の GDP のピークは
1997 年あたりです。520 兆円くらいあったでしょうか。去年あたり、つまり震災ショックの後
は、名目 GDP がそれより 50 兆円くらい少ない 470 兆円くらいです。つまり、サブプライム・
ショック段階でもう 480 兆円くらいになっていますが、震災などでさらに下がって 470 兆円で
す。 
 名目 GDP は人々の収入の合計ですから、われわれ全員の収入の合計が 15 年くらいの間に 50




 ここには、乗数効果が働いていることになります。つまり、政府支出の動きと GDP の動きと











たものの成長率がこのような状況です。89 年から 92 年にかけて、年率でプラス 12％からほぼ
ゼロまで減っています。これが、バブルを意図的に崩壊させたわけです。 



























 1996 年から 1997 年にかけて、１回限り、約２％、インフレ率が上がっていますが、これは
実は消費税を２％上げたからです。消費税を２％上げると商品の価格が一時的に２％程度高く






 83年から 93年の 10年間だと、公共投資と公共消費とを足したものが２倍以上になっていて、
名目 GDP は 1.7 倍程度になっています。ところが、GDP に対する債務の比率は 1.05 倍で、ほ
とんど変わりません。ところが、その次の 10 年間は、政府支出は 1.09 倍であまり変わらず、
国民所得が 1.02 倍でほとんど差がないのに、GDP に対する債務の比率は 2.31 倍です。93 年か
らの 15 年間でやりますと、政府支出は 1.06 倍ですから、1.09 倍よりももっと下がっています。
つまり、10 年後より 15 年後の方が下がっています。そして、国民所得は全く変わらず、GDP












































































 この図によれば、1991 年から 2000 年まではドーマー条件が満たされていました。しかし、
名目 GDP の成長率が２％を切った 2000 年以後、ドーマー条件が満たされなくなりました。ゼ
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ロ金利はこの長期国債の金利のことではありませんので、名目国債の長期利回りは、せいぜい
１％前後、今でも 0.9％くらいです。しかし、何しろ名目 GDP 成長率には下限がありませんの
で、ついにマイナスまでになっています。したがって、ドーマー条件は満たされていません。 
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